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伊
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ー
ス
に
お
け
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プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
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規
範
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の
理
論
一

藤
　
　
邦
　
　
武

〔
討
議
8
〕
「
純
粋
実
践
理
性
の
批
判
」
と
は

　
　
　
　
　
　
　
何
を
意
味
し
う
る
か
…
…
…
…
森

〔
討
議
口
〕
㈹
品
川
嘉
也
氏
の
最
近
論
文

　
　
　
　
『
力
学
に
お
け
る
決
定
論
と
意
識

　
　
　
　
　
の
自
由
に
つ
い
て
』
を
読
ん
で
…
…
…
山

口
　
美
　
都
　
男

崎
　
　
和
　
　
夫

側
力
学
に
お
け
る
決
定
論
と
は
何
か
…
：
品

一
古
典
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学
の
隠
さ
れ
た
変
数
一

川
　
　
嘉
　
　
也

フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
…
…
野

　
…
意
味
論
の
視
点
か
ら
一

本
　
　
和
　
　
幸

緯
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鄭
氏
学
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究
序
説
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…
…
…
…
…
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・
：
：
池
　
　
田
　
秀
　
　
三

京都大學文學部内

　京都哲學會

照
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七
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｝
日
郵
韓
省
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掻
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蔑
輔
酷
鍵
匹
玉
三
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昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
日
焚
行



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圓
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
螢
行
ず
る

⇔
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

鰺
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
畢
文
丘
町
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

｝
、
本
會
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
浦
回
・
圓
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
會
誌
代
を
含
む
）

を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
革
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

｝、

K
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る
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ら
に
意
味
深
く
、
ま
た
一
能
明
瞭
と
な
る
α

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
（
芸
術
批
評
は
美
し
い
も
の
を
美
し
い
と
判
定
す
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
判
断
力
批
判
と
の
関
係
を
カ
ン
ト
自
身
断
っ
て
い
る
。
）
聖
性
と
神
と

へ
の
讃
歌
こ
そ
が
、
「
批
判
哲
学
」
の
隠
れ
た
推
進
力
で
実
は
あ
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ハ

で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
「
純
粋
実
践
理
性
の
称
揚
」
（
仮
訳
）
は
「
学
と

し
て
の
道
徳
の
形
而
上
学
」
よ
り
も
一
次
元
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

う
。
だ
か
ら
こ
の
「
道
徳
の
形
而
上
学
か
ら
の
純
粋
実
践
理
性
の
称
揚
へ

の
移
り
ゆ
き
」
と
い
う
表
現
に
は
何
ら
の
不
霞
然
な
と
こ
ろ
も
な
い
と
言

っ
て
よ
い
。
学
と
し
て
の
形
而
上
学
に
も
さ
ら
に
そ
の
彼
岸
が
あ
る
の
で

あ
る
。

　
1
「
今
旦
で
も
自
由
は
可
能
で
あ
る
か
」
ー
マ
ッ
ク
ス
・
ピ
ヵ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
了
〕

　
〔
あ
と
が
き
〕
前
掲
拙
著
『
「
世
界
」
の
意
味
を
索
め
て
』
の
う
ち
に
は

　
「
批
判
と
一
団
上
学
」
と
い
う
章
が
あ
る
。
あ
れ
も
、
今
で
は
、
十
全

　
で
は
な
い
と
言
う
ほ
か
は
な
い
。

　
（
筆
者
　
も
り
ぐ
ち
・
み
つ
お
　
京
都
大
学
文
学
部
〔
倫
理
学
〕
教
授
）

前
号
（
五
四
七
号
）

八
二
頁
四
行

の
誤
植
訂
正

　
　
誤

全
八
巻
を
発
見
し

討
　
　
議
　
e

　
　
正

第
八
巻
を
発
見
し

次目口

写一二

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
《
レ
ス
》
と

《
エ
ッ
セ
ソ
チ
ア
》
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
：
・
山
田
　
晶

絵
画
空
間
に
つ
い
て
（
承
前
・
完
）
…
…
…
…
…
新
田
博
衛

　
i
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
と
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ト
ー

ル
タ
ー
と
オ
ッ
カ
ム
主
義
の
伝
統
…
…
…
…
…
…
金
子
着
雪

物
霞
体
と
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
方
法
…
…
…
…
福
谷
　
茂

〔
調
査
の
〕
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
の
遺
産
…
佐
々
木
丞
平

〔
調
査
⇔
〕
道
教
の
旅
か
ら
…
…
…
…
：
…
…
・
…
小
南
一
郎

次号論文豫告

人
類
は
な
ぜ
人
類
な
の
か
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
江
原
　
昭
善

曼
陀
羅
の
構
成
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
・
…
・
：
：
清
水
　
善
三

い
わ
ゆ
る
「
原
型
」
思
想
に
つ
い
て
…
…
…
…
日
高
敏
隆

体
験
と
形
術
上
学
：
：
・
・
：
：
：
：
…
・
：
：
…
：
：
：
：
林

　
ー
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ビ
ッ
チ
哲
学
の
理
解
の
試
み
i
l

〔
報
告
〕
パ
サ
デ
ナ
の
冬
…
…
…
…
…
…
・
：
…
平
野

愛
子

俊
二

＝
三
二
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号

演
習
　
講
　
師
　
本
庄
　
良
文

語
学
　
助
教
授
　
御
牧
克
己

語
学
　
講
　
師
　
正
信
　
公
章

基
督
教
学

講
義
　
講
　
師
　
佐
藤
　
吉
昭

研
究
　
教
　
授
　
上
田
　
閑
照

〃

講
　
師
今
井
　
　
晋

　
〃
　
講
　
師
　
森
田
雄
三
郎

演
習
　
講
　
師
　
荒
井
　
章
三

〃

講
　
師
　
高
森
　
　
昭

講
読
　
講
　
師
　
桝
形
　
公
也

℃
巴
一
q
餅
器
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

チ
ベ
ッ
ト
証
叩
　
（
初
級
）
　
（
各
学
科
⊥
六
通

チ
ベ
ッ
ト
語
と
共
通
）
　
　
　
〔
共
〕

※
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
（
各
学
科
共

通
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
イ
ン
ド
哲
学

史
、
西
南
ア
ジ
ア
史
学
、
梵
語
学
梵
文

学
と
共
通
）

※
キ
リ
ス
ト
教
古
代
思
想
史
概
説

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
研
究

（
宗
教
学
と
共
通
）
　
　
　
　
〔
共
〕

ル
タ
ー
に
お
け
る
神
秘
主
義
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

科
学
∴
技
術
・
哲
学
と
神
学
　
〔
共
〕

古
典
ハ
ヘ
ブ
ラ
イ
伍
叩
文
法
（
≦
①
一
5
㈹
【
o
φ
炉

笛
①
げ
器
≦
　
O
母
鳥
ヨ
鍵
w
O
籠
。
乙
O
．

℃
■
）
お
よ
び
創
抵
記
原
典
の
講
読
（
西

南
ア
ジ
ア
史
学
と
共
通
）
　
　
〔
共
〕

悶
磐
ω
o
巴
①
一
曾
影
帥
。
ゲ
⑦
頴
U
費
。
冨
♂
什
8

嗣
8
ぽ
9
習
ぴ
9
卜
。
■
〉
主
音
⑦
9
7
嚇

く
8
ζ
．
菊
。
伍
舞
曾
　
　
　
　
　
〔
共
〕

擦
。
蒔
。
σ
q
器
践
…
　
顕
屋
算
訂
一
紳
　
建
ヨ

↓
O
山
①
（
倫
理
学
と
共
通
）
　
　
〔
共
〕

一
五
二

　
會
員
各
位

　
京
都
哲
学
會
は
去
る
昭
和
五
十
四
年
一
月
二
十
五
日
の
委
員
會
に
お
い

て
、
次
の
通
り
曝
し
い
編
集
方
針
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
、
外
国
人
学
者
の
論
文
の
翻
訳
は
、
当
分
の
間
、
原
期
と
し
て
掲

載
し
な
い
。

　
二
、
掲
載
論
文
は
、
原
則
と
し
て
、
四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
六
十
枚

ま
で
と
す
る
。

　
三
、
掲
載
論
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
二
名
以
上
の
委
員
が
閲

読
、
承
認
し
た
も
の
に
限
る
。

　
四
、
彙
報
を
復
活
す
る
。

　
五
、
適
当
な
書
評
欄
を
復
活
す
る
。

　
六
、
上
記
の
編
輯
方
針
は
刊
行
が
順
調
に
行
わ
れ
る
ま
で
継
続
す
る
。

　
右
の
決
定
は
、
「
哲
学
研
究
」
第
五
百
三
十
七
号
（
一
〇
五
頁
）
に
會
告

と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
會
員
の
爾
後
の
著
増
に
も
鑑
み
、
こ
こ

に
再
録
い
た
し
ま
し
た
Q
宜
し
く
御
承
知
お
き
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
あ
ら

た
め
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
會

　
昭
和
五
十
八
年
十
月



金
日

告

一
、
本
會
は
會
離
業
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
津
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
匿
吉
田
京
都
大
學
交

學
部
内
京
都
哲
學
會
（
振
替
ロ
座
京
都
二
一
四
〇
三
九
番

京
都
哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但

し
、
二
一
昌
昌
分
）
を
お
一
己
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
螢
費

に
零
す
る
「
切
は
東
京
都
干
代
田
塵
「
番
町
瞬
七
番
地
創
丈

量
（
振
替
筆
戦
東
京
ニ
ー
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
員
の
三
図
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
轡
・
寄
賂
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
囁
吉
田

京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
五
十
八
年
　
十
　
月
十
五
日
　
印
刷

昭
和
五
十
八
年
　
十
　
月
二
十
日
　
螢
行

編
輯
担

編発編
針行輯

表人兼

伊酒京幕
　　　大
藤井都 P
　　哲内

畢
邦

武修會

費
捌
所

印
　
刷
　
所

景曉羅久離

誕鷺創
関野　1京塵

罧藷理文
潅ll量肚

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
悪
文
就
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
送
料

六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



昭
和
五
十
八
年
十
月
十
五
B
印
剛

昭
和
五
十
八
隼
十
月
一
一
十
日
饗
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